
1

二級河川槇尾川の治水手法について

平成22年8月12日

大阪府都市整備部

資料

１－２

平成22年8月12日（木）

平成22年度 第5回

大阪府河川整備委員会



2

１１１１．．．．二級河川槇尾川二級河川槇尾川二級河川槇尾川二級河川槇尾川のののの治水手法治水手法治水手法治水手法のののの検討検討検討検討

１１１１－－－－１１１１ 治水手法治水手法治水手法治水手法のののの選定選定選定選定についてについてについてについて

２２２２．．．．論論論論 点点点点

２２２２－－－－１１１１ 局所改修局所改修局所改修局所改修がががが65ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策とととと評価評価評価評価できるのかできるのかできるのかできるのか？？？？

２２２２－－－－２２２２ 堤防堤防堤防堤防のののの余裕高余裕高余裕高余裕高についてについてについてについて

２２２２－－－－３３３３ 堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強についてについてについてについて

【【【【参考参考参考参考】】】】１１１１））））時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量65ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策でででで地先地先地先地先のののの危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡをををを解消解消解消解消するするするする手法手法手法手法

２２２２））））時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量65ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策でででで地先地先地先地先のののの危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡをををを解消解消解消解消するするするする手法手法手法手法
（（（（ダムダムダムダム直下流直下流直下流直下流1.6ｋｍｋｍｋｍｋｍ区間区間区間区間はははは、、、、下流集落部下流集落部下流集落部下流集落部0.9kmのみのみのみのみ浸水浸水浸水浸水をををを解消解消解消解消））））

３３３３））））河川整備委員会委員河川整備委員会委員河川整備委員会委員河川整備委員会委員のののの意見意見意見意見をををを参考参考参考参考にににに選定選定選定選定したしたしたした対策案対策案対策案対策案

４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較

～～～～ 目目目目 次次次次 ～～～～
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１．二級河川槇尾川の治水手法の検討

◆◆◆◆治水目標治水目標治水目標治水目標：：：：時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量65656565ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策でででで地先地先地先地先のののの危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡをををを解消解消解消解消

河川改修により治水安全度を確保

※ただし、上流部(1.6km区間)では農地・道路の浸水が残る

河川改修〔集落部のみ〕

河川改修

⑤

河川改修〔集落部のみ〕
（複合案）

⑥

河川改修＋流出抑制④
河川改修と貯留施設の組合わせにより治水安全度を確保

河川改修＋遊水池③

河川改修により治水安全度を確保河川改修 〔全区間〕河川改修②

河川改修とダムにより治水安全度を確保 〔現計画〕河床掘削＋ダム河川改修＋ダム①

選定の考え方
上流部中下流部

治水手法
ケース

当面目指当面目指当面目指当面目指すべきすべきすべきすべき「「「「治水目標治水目標治水目標治水目標」」」」をををを設定設定設定設定しししし、、、、目標目標目標目標がががが達成達成達成達成できるできるできるできる治水手法治水手法治水手法治水手法についてについてについてについて選定選定選定選定するするするする。。。。

◆◆◆◆治水目標治水目標治水目標治水目標：：：：時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量65656565ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策でででで地先地先地先地先のののの危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡをををを解消解消解消解消
（（（（ただしただしただしただし、、、、ダムダムダムダム直下流直下流直下流直下流1.61.61.61.6ｋｍｋｍｋｍｋｍ区間区間区間区間はははは、、、、下流集落部下流集落部下流集落部下流集落部0.9km0.9km0.9km0.9kmのみのみのみのみ浸水浸水浸水浸水をををを解消解消解消解消））））
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１－１ 治水手法の選定について

全区間で50ﾐﾘ対策後、65ﾐﾘ降雨による１洪水シミュレーション結果に

基づいた破堤箇所のみを個別に対策

※ただし、上流部(1.6km区間)では農地・道路の浸水が残る

河川改修 ＋ 局所改修

【50ミリ対策】
⑧

河川改修

ケース⑧の対策後、下流区間でＨＷＬから天端までの堤防補強を実施

※ただし、上流部(1.6km区間)では農地・道路の浸水が残る

河川改修 ＋ 局所改修

【50ミリ対策】 ＋ 堤防補強
⑨

河川改修により治水安全度を確保

※ただし、上流部(1.6km区間)は50ﾐﾘ対策とし、危険度Ⅱの解消のため、

別途対策を検討

河川改修〔集落部のみ〕

【 50ﾐﾘ対策】
⑦

選定の考え方
上流部中下流部

治水手法
ケース

◆◆◆◆河川整備委員会委員河川整備委員会委員河川整備委員会委員河川整備委員会委員のののの意見意見意見意見をををを参考参考参考参考にににに選定選定選定選定したしたしたした対策案対策案対策案対策案
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■■■■局所改修局所改修局所改修局所改修（（（（案案案案））））〔〔〔〔ケースケースケースケース⑧⑧⑧⑧及及及及びびびび⑨⑨⑨⑨〕〕〕〕のののの問題点問題点問題点問題点

＜＜＜＜問題点問題点問題点問題点＞＞＞＞

１１１１））））堤防堤防堤防堤防のののの余裕高余裕高余裕高余裕高（（（（堤防天端堤防天端堤防天端堤防天端ととととＨＷＬＨＷＬＨＷＬＨＷＬのののの間間間間））））のののの確保確保確保確保

※※※※河川改修河川改修河川改修河川改修においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、実現象実現象実現象実現象のののの不確実性不確実性不確実性不確実性（（（（洪水洪水洪水洪水はははは激激激激しいうねりやしいうねりやしいうねりやしいうねりや一時的一時的一時的一時的なななな

水位上昇水位上昇水位上昇水位上昇をををを伴伴伴伴うううう））））があるためがあるためがあるためがあるため、、、、余裕高余裕高余裕高余裕高をををを確保確保確保確保するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。

２２２２））））堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強

※※※※堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強によりによりによりにより計画高水位以下計画高水位以下計画高水位以下計画高水位以下でででで求求求求められているめられているめられているめられている安全性安全性安全性安全性とととと同等同等同等同等のののの安全性安全性安全性安全性をををを

確保確保確保確保できるというできるというできるというできるという技術的知見技術的知見技術的知見技術的知見はないはないはないはない。。。。

２．論 点

時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリのののの洪水洪水洪水洪水でででで計画高水位計画高水位計画高水位計画高水位（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ....ＷＷＷＷ....ＬＬＬＬ....））））をををを超超超超えてえてえてえて流下流下流下流下するするするする区間区間区間区間がががが発生発生発生発生。。。。

○○○○今回今回今回今回のののの局所改修局所改修局所改修局所改修（（（（案案案案））））はははは、、、、１１１１洪水洪水洪水洪水（（（（ワンフローワンフローワンフローワンフロー））））のののの氾濫氾濫氾濫氾濫シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションでででで破堤破堤破堤破堤するするするする

箇所箇所箇所箇所のみをのみをのみをのみを部分的部分的部分的部分的にににに流下能力流下能力流下能力流下能力をををを上上上上げるようげるようげるようげるよう改修改修改修改修をををを行行行行うものうものうものうもの。。。。

※※※※１１１１洪水洪水洪水洪水のののの氾濫氾濫氾濫氾濫シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションはははは、、、、当面当面当面当面のののの治水目標治水目標治水目標治水目標をををを設定設定設定設定するするするする際際際際のののの事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標

（（（（相対化指標相対化指標相対化指標相対化指標））））をををを算出算出算出算出するためにするためにするためにするために実施実施実施実施するものでするものでするものでするもので、、、、改修計画改修計画改修計画改修計画をををを策定策定策定策定するためにするためにするためにするために行行行行うものうものうものうもの

ではないではないではないではない。。。。



6

凡例

計画高水位

余裕高

65ミリ計算水位

橋 梁

局所改修箇所

２－１ 局所改修が65ﾐﾘ対策と評価できるのか？

●今回の氾濫シミュレーションは治水目標を決定するため、1洪水により簡便的に実施

●1洪水による破堤箇所を改修しても要改修区間でHWLを越える区間が残る
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「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所改修局所改修局所改修局所改修」」」」実施後実施後実施後実施後のののの時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリ降雨時降雨時降雨時降雨時におけるにおけるにおけるにおける水位縦断図水位縦断図水位縦断図水位縦断図

流下能力不足区間流下能力不足区間流下能力不足区間流下能力不足区間

ワンフローワンフローワンフローワンフローででででＨＷＬＨＷＬＨＷＬＨＷＬをををを
超超超超えるえるえるえる区間区間区間区間
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大津川大津川大津川大津川
合流点合流点合流点合流点

1.6km

築堤区間築堤区間築堤区間築堤区間（（（（左右左右左右左右いずれかがいずれかがいずれかがいずれかが築堤築堤築堤築堤のののの区間区間区間区間））））

65ミリミリミリミリ降雨降雨降雨降雨 流下能力不足区間流下能力不足区間流下能力不足区間流下能力不足区間 Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝７７７７．．．．６６６６ｋｍｋｍｋｍｋｍ
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２－２ 堤防の余裕高について

①①①①河川管理施設等構造令河川管理施設等構造令河川管理施設等構造令河川管理施設等構造令 第第第第20条条条条

堤防堤防堤防堤防のののの高高高高さはさはさはさは、、、、計画高水流量計画高水流量計画高水流量計画高水流量にににに応応応応じじじじ計画高水計画高水計画高水計画高水位位位位にににに余裕高余裕高余裕高余裕高をををを加加加加えたえたえたえた値以上値以上値以上値以上とするとするとするとする。。。。

1.「堤防の高さの原則」について

堤防は土堤が原則であるので、一般的には、越水に対して極めて弱い構造である。
したがって、堤防は計画高水流量以下の流水を越流させないよう設けるべきもので
あり、洪水時の風浪、うねり、跳水等による一時的な水位上昇に対して、堤防の高
さにしかるべきしかるべきしかるべきしかるべき余裕余裕余裕余裕をとる必要がある。また、堤防には、その他洪水時の巡視や水
防活動を実施する場合の安全の確保、流木等流下物への対応等種々の要素をカバー
するためにもしかるべきしかるべきしかるべきしかるべき余裕余裕余裕余裕のののの高高高高ささささが必要である。

②②②②「「「「建設省河川砂防技術基準建設省河川砂防技術基準建設省河川砂防技術基準建設省河川砂防技術基準（（（（案案案案）」）」）」）」 設計編設計編設計編設計編 〔〔〔〔１１１１〕〕〕〕

（（（（建設省河川局監修建設省河川局監修建設省河川局監修建設省河川局監修 平成平成平成平成９９９９年年年年９９９９月月月月））））

堤防の高さおよび断面については計画水位を対象に築造されるが、一般に堤防は土

砂でできているので越流や浸透に対して十分な配慮が必要である。

したがって余裕高余裕高余裕高余裕高が必要であり、また浸透等に耐える安定した断面形状と構造が

必要である。
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余裕高の必要性

①①①① 洪水時洪水時洪水時洪水時のののの巡視巡視巡視巡視やややや水防活動水防活動水防活動水防活動をををを実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合のののの

安全確保安全確保安全確保安全確保、、、、流木等流下物流木等流下物流木等流下物流木等流下物へのへのへのへの対応対応対応対応

S57槇尾川（泰成橋下流）H15沙流川水害

余裕高は、橋梁の桁下が流木で閉塞しないためにも
必ず確保しなければならない
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余裕高の必要性

○○○○洪水洪水洪水洪水はおだやかにはおだやかにはおだやかにはおだやかに流流流流れるのではなくれるのではなくれるのではなくれるのではなく、、、、激激激激しいしいしいしい波波波波やうねりやうねりやうねりやうねり、、、、一時的一時的一時的一時的なななな水位水位水位水位

上昇上昇上昇上昇にににに対対対対しししし、、、、計画高水位計画高水位計画高水位計画高水位にににに余裕高余裕高余裕高余裕高をををを確保確保確保確保してしてしてして堤防高堤防高堤防高堤防高のののの確保確保確保確保がががが必要必要必要必要。。。。

②②②② 実現象実現象実現象実現象のののの不確実性不確実性不確実性不確実性があるためがあるためがあるためがあるため、、、、余裕高余裕高余裕高余裕高はははは必要必要必要必要

（出典：第77回淀川流域委員会資料）
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○安威川 （平成２２年８月１２日 6時すぎ）
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一般的な余裕高の考え方（イメージ図）

50ﾐﾘへの対応後

▽▽▽▽H.W.LH.W.LH.W.LH.W.L

○時間雨量50ﾐﾘの降雨
があった場合の状況

65ﾐﾘへの対応後

○時間雨量65ﾐﾘの降雨
があった場合の状況

○時間雨量65ﾐﾘ以上の降
雨があった場合の状況

河床掘削等により
断面を確保

堤防補強等により
断面を確保

▽▽▽▽H.W.LH.W.LH.W.LH.W.L

▽▽▽▽H.W.LH.W.LH.W.LH.W.L

▽▽▽▽H.W.LH.W.LH.W.LH.W.L

▽▽▽▽H.W.LH.W.LH.W.LH.W.L
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余裕高の必要性

河道断面には余裕高は必要
【理由】

①洪水時洪水時洪水時洪水時のののの巡視巡視巡視巡視・・・・水防活動水防活動水防活動水防活動のののの安全実施安全実施安全実施安全実施、、、、流木等流下物流木等流下物流木等流下物流木等流下物へのへのへのへの対応対応対応対応

②実現象実現象実現象実現象のののの不確実性不確実性不確実性不確実性（洪水はおだやかに流れるのではなく、激しいうねりや

一時的な水位上昇を伴うもの）へのへのへのへの対応対応対応対応

まとめまとめまとめまとめ
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(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修】】】】

被害なし

77.26ha77.26ha77.26ha77.26ha
5,343人人人人
(893人人人人)

36,679百万円百万円百万円百万円

315.93ha315.93ha315.93ha315.93ha
26,845人人人人
(4,843人人人人)
50,550百万円百万円百万円百万円

被害なし

15.40ha15.40ha15.40ha15.40ha
951人人人人
(163人人人人)
6,004百万円百万円百万円百万円

147.88ha147.88ha147.88ha147.88ha
12,396人人人人
(2,112人人人人)
21,910百万円百万円百万円百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ

被害なし

78.58ha78.58ha78.58ha78.58ha
5,377人人人人
(900人人人人)

36,905百万円百万円百万円百万円

315.4ha315.4ha315.4ha315.4ha
26,837人人人人
(4,839人人人人)
50,513百万円百万円百万円百万円

被害なし

16.73ha16.73ha16.73ha16.73ha
986人人人人
(170人人人人)
6,205百万円百万円百万円百万円

153.19ha153.19ha153.19ha153.19ha
12,696人人人人
(2,164人人人人)
22,441百万円百万円百万円百万円

被害なし

0.53ha0.53ha0.53ha0.53ha
4人人人人
(1人人人人)
45百万円百万円百万円百万円

3.72ha3.72ha3.72ha3.72ha
114人人人人
(27人人人人)
207百万円百万円百万円百万円

被害なし被害なし被害なし

危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ

＜＜＜＜河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））とととと河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修でのでのでのでの各被害額各被害額各被害額各被害額＞＞＞＞

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））】】】】

○○○○時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量８０８０８０８０ミリミリミリミリをををを超超超超えるえるえるえる洪水洪水洪水洪水にににに対対対対してはしてはしてはしては、、、、被害軽減被害軽減被害軽減被害軽減がががが期待出来期待出来期待出来期待出来ないないないない。。。。

〔〔〔〔被害額被害額被害額被害額〕〕〕〕

1/1001/1001/1001/100 ２８６２８６２８６２８６億円億円億円億円

１１１１/200/200/200/200 ８７４８７４８７４８７４億円億円億円億円

凡例
面積（ha）

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額（百万円）

〔〔〔〔被害額被害額被害額被害額〕〕〕〕

1/1001/1001/1001/100 ２７９２７９２７９２７９億円億円億円億円

１１１１/200/200/200/200 ８７２８７２８７２８７２億円億円億円億円

ケースケースケースケース⑧⑧⑧⑧ 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修 のののの効果効果効果効果
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２－３ 堤防補強について

護岸

張りブロック
（HWLまで）

HWL

護岸

張りブロック
（HWLまで）

HWL

護岸

張りブロック追加
（余裕高部分）

HWL

護岸

張りブロック追加
（余裕高部分）

HWL

通 常 補強後

◎張ブロックは洪水による侵食を防ぐものであり、張りブロック
でもって堤防の機能そのものが保障されるものではない。

◎避難時間を確保する観点から危機管理上の対策としては有
効と考えられる。

（護岸）

第第第第25条条条条 流水の作用から堤防を保護するため必要がある場合においては、堤防の表法

面又は表小段に護岸を設けるものとする。（河川管理施設等構造令）

（１）余裕高部分への「張ブロック」
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余裕高部分への「張ブロック」について（試算）

＜概要＞

HWL以上の水位に対する安全性について

は、技術的技術的技術的技術的かつかつかつかつ経験的経験的経験的経験的なななな裏裏裏裏づけはづけはづけはづけは無無無無いいいい。。。。
堤防の天端まで張りブロックを施工し、HWL

より上の水位に対して破堤せず、越水時越水時越水時越水時にににに
破堤破堤破堤破堤するするするする（（（（天端破堤天端破堤天端破堤天端破堤））））としてとしてとしてとして試算試算試算試算。。。。

＜工事費＞

河川改修50ﾐﾘ対策後、65ﾐﾘ降雨により破堤

する箇所で局所掘削。大津川合流点上流
4.0㎞区間のHWL以上を張ブロックで対策。

工事費工事費工事費工事費：：：：82億円億円億円億円

張張張張ブロックブロックブロックブロック張張張張ブロックブロックブロックブロック

ＨＷＬ

断面図

１９１９１９１９

効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（億円億円億円億円））））
※※※※現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化

２０７２０７２０７２０７５５５５．．．．２２２２張張張張ブロックブロックブロックブロック案案案案

効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（億円億円億円億円））））
※※※※単純和単純和単純和単純和（（（（現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化しないしないしないしない））））

経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率（％）（％）（％）（％）

事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標



16

越水しても急激には破堤しないような機能の

確保を目指し、試験的に整備したものである。

雲出川（三重県）

＜国の見解＞
◎◎◎◎一連一連一連一連のののの堤防堤防堤防堤防でででで耐越水機能耐越水機能耐越水機能耐越水機能をををを確保確保確保確保するするするする技術的知見技術的知見技術的知見技術的知見がががが明明明明らかになってらかになってらかになってらかになって

いないためいないためいないためいないため、、、、国国国国としてとしてとしてとして整備整備整備整備をををを行行行行うことはできないうことはできないうことはできないうことはできない。。。。

◎◎◎◎「「「「河川堤防河川堤防河川堤防河川堤防のののの設計設計設計設計についてについてについてについて」（」（」（」（H14国土交通省河川局治水課長通知国土交通省河川局治水課長通知国土交通省河川局治水課長通知国土交通省河川局治水課長通知））））にににに

おいてもおいてもおいてもおいても、、、、一連一連一連一連のののの堤防堤防堤防堤防でででで確保確保確保確保すべきすべきすべきすべき耐越水機能耐越水機能耐越水機能耐越水機能にににに関関関関するするするする技術的知見技術的知見技術的知見技術的知見

がががが明明明明らかになっていないことかららかになっていないことかららかになっていないことかららかになっていないことから、、、、耐越水機能耐越水機能耐越水機能耐越水機能についてについてについてについて記載記載記載記載していないしていないしていないしていない。。。。

（２）国が試験的に実施した「フロンティア堤防」（耐越水堤防）

２－３ 堤防補強について
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「フロンティア堤防」について（試算）

＜概要＞

耐越水構造における「HWL以上の水位」

及び「越水」に対する安全性については、、、、技技技技
術的術的術的術的かつかつかつかつ経験的経験的経験的経験的なななな裏裏裏裏づけはづけはづけはづけは無無無無いいいい。。。。
耐越水型の構造とすることにより、HWLよりよりよりより

上上上上のののの水位水位水位水位にににに対対対対してもしてもしてもしても破堤破堤破堤破堤しないものとして試試試試
算算算算。（。（。（。（天端越水天端越水天端越水天端越水））））

＜工事費＞

河川改修50ﾐﾘ対策後、65ﾐﾘ降雨により破堤

する箇所で局所掘削。大津川合流点上流
4.0㎞区間を耐越水堤防で対策を実施。

工事費工事費工事費工事費：：：：１２１１２１１２１１２１億円億円億円億円

△△△△１０１０１０１０

効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（億円億円億円億円））））
※※※※現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化

１９３１９３１９３１９３３３３３．．．．５５５５
フロンティアフロンティアフロンティアフロンティア

堤防案堤防案堤防案堤防案

効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（億円億円億円億円））））
※※※※単純和単純和単純和単純和（（（（現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化しないしないしないしない））））

経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率（％）（％）（％）（％）

事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標

断面図
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（３）越流堤（耐越水堤防）

洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流量（ピーク流量）を減少させるために設けた施設で、河道に

沿って人工的に貯留施設を設け、河道と遊水地の間に設けた越流堤から一定規模以上の洪水を流

し込むことにより最大流量の低減を図ります。

出典：国土交通省大和川工事事務所HP

２－３ 堤防補強について
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河川管理施設等構造令河川管理施設等構造令河川管理施設等構造令河川管理施設等構造令 第第第第17条条条条（越流堤、囲繞堤、背割堤、導流堤等の取扱い）

・・・・模型実験模型実験模型実験模型実験やややや水理計算等水理計算等水理計算等水理計算等の検討を行って、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの目的目的目的目的にににに応応応応じてじてじてじて十分十分十分十分なななな機能機能機能機能をををを発揮発揮発揮発揮するするするする

安全安全安全安全なななな構造構造構造構造のものとしなければならないのものとしなければならないのものとしなければならないのものとしなければならない。。。。

越流堤について

○○○○設計上設計上設計上設計上のののの考考考考ええええ方方方方

・・・・越水越水越水越水にににに対対対対するするするする安全性安全性安全性安全性をををを保証保証保証保証するするするする構造構造構造構造やややや効果等効果等効果等効果等についてはについてはについてはについては技術的解明技術的解明技術的解明技術的解明ができていないができていないができていないができていない

・・・・壊壊壊壊れたれたれたれた事例事例事例事例もありもありもありもあり、、、、万万万万がががが一壊一壊一壊一壊れてもれてもれてもれても周囲堤周囲堤周囲堤周囲堤でででで拡大拡大拡大拡大しないしないしないしない

○○○○耐越水機能耐越水機能耐越水機能耐越水機能についてについてについてについて

（流入堤被災事例）

荒川第一調節池(H11.8)

○○○○大阪府大阪府大阪府大阪府のののの事例事例事例事例（（（（治水緑地治水緑地治水緑地治水緑地）））） →→→→ 模型実験等模型実験等模型実験等模型実験等をををを実施実施実施実施してしてしてして設計設計設計設計

①コンクリート重量（厚さ）により、揚圧力に対抗

②堤体内には、堤体内の圧縮空気を排除する為の排気管を設置

③越流堤下には、河川のHWLに対して遮水効果のある止水矢板を打設
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(参考) 大阪府における越流堤の事例

越流堤について

〔法善寺治水緑地（恩智川）越流堤 断面図〕
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越流堤について（試算）

＜概要＞

長スパンでの越流堤機能（「HWL以上の

水位」及び「越水」に対する安全性）について
は、技術的技術的技術的技術的かつかつかつかつ経験的経験的経験的経験的なななな裏裏裏裏づけはづけはづけはづけは無無無無いいいい。。。。
遊水地等の越流堤と同等の構造とすること
により、HWLよりよりよりより上上上上のののの水位水位水位水位にににに対対対対してしてしてして破堤破堤破堤破堤しなしなしなしな

いしないといしないといしないといしないとしてしてしてして試算試算試算試算。（。（。（。（天端越水天端越水天端越水天端越水））））

＜工事費＞

河川改修50ﾐﾘ対策後、65ﾐﾘ降雨により破

堤する箇所で局所掘削。大津川合流点上流
4.0㎞区間を越流堤で対策を実施。

工事費工事費工事費工事費：：：：２４１２４１２４１２４１億円億円億円億円（（（（越流堤越流堤越流堤越流堤のののの用地費除用地費除用地費除用地費除くくくく））））

断面図

△△△△１２６１２６１２６１２６

効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（億円億円億円億円））））
※※※※現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化

７３７３７３７３００００．．．．５５５５越流堤案越流堤案越流堤案越流堤案

効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（億円億円億円億円））））
※※※※単純和単純和単純和単純和（（（（現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化しないしないしないしない））））

経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率（％）（％）（％）（％）

事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標
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耐越水堤防に関する見解

「「「「耐越水堤防整備耐越水堤防整備耐越水堤防整備耐越水堤防整備のののの技術的技術的技術的技術的なななな実現性実現性実現性実現性のののの見解見解見解見解」」」」についてについてについてについて

～～～～耐越水堤防整備耐越水堤防整備耐越水堤防整備耐越水堤防整備のののの技術的技術的技術的技術的なななな実現性検討委員会報告書実現性検討委員会報告書実現性検討委員会報告書実現性検討委員会報告書（（（（H20.10.27 土木学会土木学会土木学会土木学会）～）～）～）～

○堤防で越水が生じた場合、計画高水位以下で求められる安全性と同等の安全性を有する

構造物すなわち耐越水堤防とすることは、現状現状現状現状ではではではでは技術的技術的技術的技術的にににに見見見見てててて困難困難困難困難である。

○長大な堤防においては、工学的な意味の安全性の確保が経験的になされており、

そこで確保されている安全性と同等の安全性を工学的に導くことのできる越水対策越水対策越水対策越水対策のののの設計設計設計設計

技術技術技術技術はははは現状現状現状現状ではではではでは確立確立確立確立されていないされていないされていないされていない。。。。

○荒川の第一調節池の越流堤あるいは鶴見川の遊水地の越流堤の被災でも 明らかなように、

十分な被覆構造や法尻の減勢対策をしても、当初設計による施設は被災を経験しており、

その経験を活かして改良がなされてきている。現状において、これらのこれらのこれらのこれらの事例事例事例事例はははは、、、、

越水越水越水越水にににに対対対対しししし盛土構造物盛土構造物盛土構造物盛土構造物のののの被覆被覆被覆被覆によるによるによるによる堤防強化技術堤防強化技術堤防強化技術堤防強化技術のののの困難困難困難困難さをさをさをさを示示示示すものといえるすものといえるすものといえるすものといえる。。。。
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余裕高部分の補強（堤防補強）について

土木学会土木学会土木学会土木学会のののの見解見解見解見解によるとによるとによるとによると技術的技術的技術的技術的なななな効果効果効果効果がががが解明解明解明解明されていないこされていないこされていないこされていないこ

とからとからとからとから、、、、壊壊壊壊れないことをれないことをれないことをれないことを前提前提前提前提とするとするとするとする堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強をををを、、、、
流下能力向上流下能力向上流下能力向上流下能力向上のためののためののためののための対策対策対策対策としてとしてとしてとして採用採用採用採用するこするこするこするこ
とにとにとにとに対対対対しししし、、、、安全性安全性安全性安全性がががが確認確認確認確認できないできないできないできない。。。。

まとめまとめまとめまとめ

避難のための逃げる時間を確保するために、破堤地点や被

害が甚大となる箇所等で減災対策として効果があ
る可能性がある。
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(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））

＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強】】】】

被害なし

17.26ha17.26ha17.26ha17.26ha
947人人人人
(157人人人人)
5,707百万円百万円百万円百万円

123.19ha123.19ha123.19ha123.19ha
9,978人人人人
(1,775人人人人)
16,358百万円百万円百万円百万円

被害なし

2.92ha2.92ha2.92ha2.92ha
86人人人人
(17人人人人)
607百万円百万円百万円百万円

18.05ha18.05ha18.05ha18.05ha
454人人人人
(83人人人人)
869百万円百万円百万円百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ

「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（50505050ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所対策局所対策局所対策局所対策」」」」とととと「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（50505050ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所対策局所対策局所対策局所対策＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強」」」」のののの被害額被害額被害額被害額のののの比較比較比較比較

凡例
面積（ha）

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額（百万円）

〔〔〔〔被害額被害額被害額被害額〕〕〕〕

1/1001/1001/1001/100 １５１５１５１５億円億円億円億円

１１１１/200/200/200/200 ２２１２２１２２１２２１億円億円億円億円

ケースケースケースケース⑨⑨⑨⑨ 「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所対策局所対策局所対策局所対策＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強」」」」 のののの効果効果効果効果

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））

＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修】】】】

〔〔〔〔被害額被害額被害額被害額〕〕〕〕

1/1001/1001/1001/100 ２７９２７９２７９２７９億円億円億円億円

１１１１/200/200/200/200 ８７２８７２８７２８７２億円億円億円億円

(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

被害なし

77.0ha77.0ha77.0ha77.0ha
5,343人人人人
(893人人人人)

36,680百万円百万円百万円百万円

278.76ha278.76ha278.76ha278.76ha
24,325人人人人
(4396人人人人)
45,710百万円百万円百万円百万円

被害なし

15.0ha15.0ha15.0ha15.0ha
951人人人人
(163人人人人)
6,004百万円百万円百万円百万円

148.0ha148.0ha148.0ha148.0ha
12,396人人人人
(2,112人人人人)
21,910百万円百万円百万円百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ
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各氾濫解析結果各氾濫解析結果各氾濫解析結果各氾濫解析結果
（（（（対象降雨対象降雨対象降雨対象降雨 時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量８０８０８０８０ミリミリミリミリ程度程度程度程度：：：：１１１１/100/100/100/100））））

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））

＋＋＋＋局所対策局所対策局所対策局所対策】】】】

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））

＋＋＋＋ 局所対策局所対策局所対策局所対策＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強】】】】

ケースケースケースケース⑨⑨⑨⑨ 「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所対策局所対策局所対策局所対策＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強」」」」 のののの効果効果効果効果
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各氾濫解析結果各氾濫解析結果各氾濫解析結果各氾濫解析結果
（（（（対象降雨対象降雨対象降雨対象降雨 時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量９０９０９０９０ミリミリミリミリ程度程度程度程度：：：：１１１１////222200000000））））

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））

＋＋＋＋ 局所対策局所対策局所対策局所対策＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強】】】】

ケースケースケースケース⑨⑨⑨⑨ 「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋局所対策局所対策局所対策局所対策＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強」」」」 のののの効果効果効果効果

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））

＋＋＋＋局所対策局所対策局所対策局所対策】】】】
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【参考】１）時間雨量65ﾐﾘ対策で地先の危険度Ⅱを解消する手法

当面当面当面当面のののの治水目標治水目標治水目標治水目標であるであるであるである時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策でででで危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡをををを解消解消解消解消できるできるできるできる手法手法手法手法としてとしてとしてとして、、、、

「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム」（」（」（」（現計画現計画現計画現計画））））およびおよびおよびおよび同程度同程度同程度同程度のののの効果効果効果効果がががが期待期待期待期待できるできるできるできる代替案代替案代替案代替案３３３３案案案案についてについてについてについて

以下以下以下以下のとおりのとおりのとおりのとおり選定選定選定選定したしたしたした。。。。

（（（（これまでのこれまでのこれまでのこれまでの建設事業評価建設事業評価建設事業評価建設事業評価やややや河川整備計画河川整備計画河川整備計画河川整備計画におけるにおけるにおけるにおける検討検討検討検討ケースケースケースケースににににケースケースケースケース④④④④をををを追加追加追加追加））））

○○○○ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ ダムダムダムダム

○○○○ケースケースケースケース②②②② 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（全区間全区間全区間全区間））））

○○○○ケースケースケースケース③③③③ 河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ 遊水池遊水池遊水池遊水池

○○○○ケースケースケースケース④④④④ 河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ 流出抑制流出抑制流出抑制流出抑制（（（（ためためためため池池池池、、、、校庭貯留校庭貯留校庭貯留校庭貯留））））
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ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダムのののの概要概要概要概要

国
道
26
号

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

桑
原
橋

泉
北
高
速
鉄
道

琴
の
坂
橋

城
前
橋

川
中
橋

豊
橋

殿
原
井
堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川 三林工区

Ｌ＝0.9km
横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝1.2km
Ｌ＝3.5km

Ｌ＝1.3km

中下流部

上流部

Ｌ＝0.2km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区間

65ﾐﾘ改修区間

ダムで対応

改修不要

その他河川

上
流
部

70億円

37億円費用

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

ダ ム

65ﾐﾘ

改修延長
L=0.2km

費用 1億円

合計（費用） 108億円

河川改修河川改修河川改修河川改修ととととダムダムダムダムによりによりによりにより

治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保 〔〔〔〔現計画現計画現計画現計画〕〕〕〕

〔〔〔〔河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削＋＋＋＋ダムダムダムダム〕〕〕〕

80ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ規模規模規模規模ののののダムダムダムダム建設建設建設建設＋＋＋＋一部根継一部根継一部根継一部根継ぎによるぎによるぎによるぎによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削
①①①①

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

・65ミリ対策時の河床掘削深さが小さい。

・時間雨量65ミリを越える洪水に対し、被害軽減に有効。

・治水対策の地元合意ができており、実現性が高い。

・自然環境への影響がある。

まとめ
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(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

ケースケースケースケース②②②② 河川改修河川改修河川改修河川改修

(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム】】】】

被害なし

46.19ha46.19ha46.19ha46.19ha
3,224人人人人
(533人人人人)

21,941百万円百万円百万円百万円

278.76ha278.76ha278.76ha278.76ha
24,325人人人人
(4396人人人人)
45,710百万円百万円百万円百万円

被害なし

4.78ha4.78ha4.78ha4.78ha
194人人人人
(34人人人人)

1,208百万円百万円百万円百万円

20.97ha20.97ha20.97ha20.97ha
1,988人人人人
(316人人人人)
2,095百万円百万円百万円百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ

被害なし

79.38ha79.38ha79.38ha79.38ha
5,797人人人人
(967人人人人)

40,102百万円百万円百万円百万円

311.95ha311.95ha311.95ha311.95ha
27,030人人人人
(4,883人人人人)
50601百万円百万円百万円百万円

被害なし

20.71ha20.71ha20.71ha20.71ha
1,421人人人人
(237人人人人)
9,345百万円百万円百万円百万円

195.4ha195.4ha195.4ha195.4ha
17,550人人人人
(3,135人人人人)
31,133百万円百万円百万円百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠ ⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢ

ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム ののののメリットメリットメリットメリット（（（（１１１１））））

＜＜＜＜６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策完成後対策完成後対策完成後対策完成後のののの被害比較被害比較被害比較被害比較＞＞＞＞

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修】】】】

○○○○時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリをををを超超超超えるえるえるえる洪水洪水洪水洪水にににに対対対対してはしてはしてはしては、、、、他他他他のののの手法手法手法手法とととと比比比比べべべべ最最最最もももも被害軽減被害軽減被害軽減被害軽減にににに有効有効有効有効

〔〔〔〔被害額被害額被害額被害額〕〕〕〕

1/1001/1001/1001/100 ４０４４０４４０４４０４億円億円億円億円

１１１１/200/200/200/200 ９０７９０７９０７９０７億円億円億円億円

凡例
面積（ha）

人数（人）

高齢者人数（人）

被害額（百万円）

〔〔〔〔被害額被害額被害額被害額〕〕〕〕

1/1001/1001/1001/100 ３３３３３３３３億円億円億円億円

１１１１/200/200/200/200 ６７６６７６６７６６７６億円億円億円億円
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時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策後対策後対策後対策後のののの氾濫解析結果氾濫解析結果氾濫解析結果氾濫解析結果
（（（（対象降雨対象降雨対象降雨対象降雨 時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量８０８０８０８０ミリミリミリミリ程度程度程度程度：：：：１１１１/100/100/100/100））））

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修】】】】 【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム】】】】

ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム ののののメリットメリットメリットメリット（（（（１１１１））））
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ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム ののののメリットメリットメリットメリット（（（（１１１１））））

時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量65656565ミリミリミリミリ対策後対策後対策後対策後のののの氾濫解析結果氾濫解析結果氾濫解析結果氾濫解析結果
（（（（対象降雨対象降雨対象降雨対象降雨 時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量９０９０９０９０ミリミリミリミリ程度程度程度程度：：：：１１１１/200/200/200/200））））

【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修】】】】 【【【【河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム】】】】
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槇尾川の治水手法の検討

32

50ﾐﾘ対策河床高

65ﾐﾘ対策河床高

掘削深掘削深掘削深掘削深のののの差差差差 40～～～～50㎝㎝㎝㎝

ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム ののののメリットメリットメリットメリット（（（（２２２２））））

50ﾐﾘ対策河床高

65ﾐﾘ対策河床高

【河川改修のみの場合】 【ダム＋河川改修の場合】

○○○○時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量50505050ミリミリミリミリ対策後対策後対策後対策後にににに65656565ミリミリミリミリ対策対策対策対策をををを実施実施実施実施するするするする場合場合場合場合にににに河床掘削深河床掘削深河床掘削深河床掘削深さがさがさがさが小小小小ささささいいいい。。。。

⇒⇒⇒⇒残土処分量残土処分量残土処分量残土処分量のののの低減低減低減低減がががが図図図図られるられるられるられる。。。。

５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策後対策後対策後対策後にににに６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策としてとしてとしてとして実施実施実施実施するするするする

中下流部中下流部中下流部中下流部のののの河床掘削費河床掘削費河床掘削費河床掘削費 約約約約16161616億円億円億円億円のののの減減減減
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○環境コストの考え方について

①環境への配慮事項を定性的に表記

②工事費用に含まれる環境対策費用をコストとして算出

※公共事業に関する環境面への影響については、定性的確認とするが、定量的指標に

ついては今後の検討課題とする。

【槇尾川治水手法比較にあたっての環境コストの考え方について】

①①①①河川改修河川改修河川改修河川改修事業事業事業事業のののの環境環境環境環境へのへのへのへの影響影響影響影響ととととダムダムダムダム事業事業事業事業がががが与与与与えるえるえるえる環境環境環境環境へのへのへのへの影響影響影響影響をををを比較比較比較比較
（ダム事業により失われる環境と創出される環境（代償手法等）の両方の配慮事項を記述）

②②②②ダムダムダムダム事業費事業費事業費事業費のののの中中中中にににに含含含含まれるまれるまれるまれる環境対策環境対策環境対策環境対策費用費用費用費用ををををコストコストコストコストとしてとしてとしてとして算出算出算出算出 （（（（約約約約６６６６．．．．４４４４億円億円億円億円））））
③③③③事業完成後事業完成後事業完成後事業完成後のののの環境対策費環境対策費環境対策費環境対策費はははは維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費のののの中中中中からからからから創出創出創出創出

ケースケースケースケース①①①① 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム ののののデメリットデメリットデメリットデメリット 〔〔〔〔環境環境環境環境コストコストコストコストについてについてについてについて〕〕〕〕
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環境コストについて

①1.9ha程度森林の消失

軽減
①左岸道路のルート変更を行い、現存する二次林への影響
回避や植生改変面積を最小化

①工事用道路のルートは、二次林に影響のない区域を選定

①②③道路法面の植生※（森林表土の吹付け、まきだし 等）

①森林の消失（常時満水位での水没：
5.4ha）

②生物生息域の減少

③生物採餌場の消失

貯水池の
影響

※）約３．４億円（事業費に
含む）

①濁水処理工※による水質保全対策

②選択取水施設※により、放流水の水温を流入水と同程度に
調節。上流から流入する生活排水は、和泉市と協議しながら
その対策を推進し、水質の改善・保全を行う。

③下流河川の現状把握と小洪水の場合の土砂流出を検討

④ダム本体上下流の生態系への影響をできるだけ緩和する
ため、上流部の三面張り構造の改善、河床構造の復元など
の対策を検討

①工事期間中の濁水発生

②下流放流水の悪化

③下流の河床低下（下流河川への土砂
供給がなくなり、河床低下が想定される）

④河川の連続性の喪失（ダムにより上流、
下流が分断）

ダムによる

影響

約３億円（事業費に含む）①猛禽類・カジカガエル等の動植物生息環境・生息調査、水
質・水温調査、環境保全対策検討等

①ダム建設前後の環境影響の把握調査

約０．２億円/年

（箕面川ダム維持管理実
績）

①和泉市及び関係機関、地元住民などと連携協働し、保全対
策を検討することを重点に、生態系ごと（森林生態系、湿地生
態系 等）のモニタリングを実施

②和泉市・地元住民などと連携し、広報・宣伝に努めるととも
に、不法投棄されにくいような対策を実施

①ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ対応

②不法投棄等

維持管理

①500ｍ2程度

②4.6ha植生回復

①②湛水期間の短縮

①生態系の生き物に適した湿地の復元※（湛水前に植物、底
生動物、昆虫や土壌微生物などを含む湿地を土ごと仮移植し、
事業完成後に戻し復元）

②植生の回復※（自然生二次林などは伐採せずに保全し、生
き残りを図る）

①ｻｰﾁｬｰｼﾞ区間の湿地の消失（長期間
湛水すれば、湿地に生息する動物に影
響を及ぼす可能性がある）

②ｻｰﾁｬｰｼﾞ区間の植栽への影響
（4.6ha）（長期間湛水すれば、植物に影

響を及ぼす可能性がある）

試験湛水
の影響

費用と効果対策環境影響項目

サーチャージ水位：洪水時にダムが洪水調節をして貯留する際の最高水位。

サーチャージ区間：常時満水位とサーチャージ水位の間の区間

試験湛水：ダムが完成し通常の管理に移行する前に最高水位以下の範囲で貯水位を上昇・下降させ、安全を確認するもの。
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ケースケースケースケース②②②② 河川改修河川改修河川改修河川改修のののの概要概要概要概要

35

国
道
26
号

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

桑
原
橋

泉
北
高
速
鉄
道

琴
の
坂
橋

城
前
橋

川
中
橋

豊
橋

殿
原
井
堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川 三林工区

Ｌ＝0.9km
横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝1.2km

Ｌ＝3.5km

Ｌ＝1.3km

中下流部

上流部

Ｌ=1.6km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区間

65ﾐﾘ改修区間

改修不要

その他河川

L=1.1km
50ﾐﾘ

改修延長

53億円費用

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

上
流
部 65ﾐﾘ

改修延長
L=1.6km

費用 79億円

合計（費用） 132億円

50ﾐﾘ未改修

Ｌ＝1.1km

全区間全区間全区間全区間をををを河川改修河川改修河川改修河川改修によりによりによりにより

治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削
②②②②

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

・時間雨量65ミリを越える洪水に対し、50ミリ対策後より被害が

大きくなる。

・上流部の治水手法変更への地元理解を得るには時間を要する。

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に伴う経費（11億円）が必要



36

ケースケースケースケース③③③③ 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋遊水池遊水池遊水池遊水池 のののの概要概要概要概要
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国
道
26
号

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

桑
原
橋

泉
北
高
速
鉄
道

琴
の
坂
橋城

前
橋

川
中
橋

豊
橋

殿
原
井
堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川 三林工区

Ｌ＝0.9km
横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝1.2km
Ｌ＝1.3km

中下流部

上流部

Ｌ＝1.6km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

Ｌ＝3.5km

遊水池の効果を含む 65ﾐﾘ対策 65ﾐﾘ対策 凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区間

65ﾐﾘ改修区間

改修不要

その他河川

遊水池

遊水地遊水地遊水地遊水地

N=１箇所遊水池

L=1.1km
50ﾐﾘ

改修延長

108億円費用

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

上
流
部

65ﾐﾘ

改修延長
L=1.6km

費用 79億円

合計（費用） 187億円

50ﾐﾘ未改修

Ｌ＝1.1km

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ 遊水池遊水池遊水池遊水池〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策 ＋＋＋＋ 根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削
河川改修河川改修河川改修河川改修とととと貯留施設貯留施設貯留施設貯留施設のののの組合組合組合組合わわわわ
せによりせによりせによりせにより治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修 ＋＋＋＋ 遊水池遊水池遊水池遊水池〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策 ＋＋＋＋ 根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

＋＋＋＋遊水池遊水池遊水池遊水池 （（（（中流部中流部中流部中流部でででで50(m3/S)カットカットカットカット））））

③③③③

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

・時間雨量65ミリを越える洪水に対し被害軽減効果が期待できる。

・上流部の治水手法変更への地元理解を得るには時間を要する。

・遊水地に対する地権者等との協議に時間を要する。

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に伴う経費（11億円）が必要
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ケースケースケースケース②②②② 河川改修河川改修河川改修河川改修ケースケースケースケース③③③③ 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋遊水池遊水池遊水池遊水池ののののデメリットデメリットデメリットデメリット

遊 水 池
（面積 約5ha）

琴の坂橋

導水路

○○○○遊水地建設地遊水地建設地遊水地建設地遊水地建設地のののの地権者地権者地権者地権者のののの用地協力用地協力用地協力用地協力（（（（面積約面積約面積約面積約５５５５ｈａ）ｈａ）ｈａ）ｈａ）やややや周辺関係者等周辺関係者等周辺関係者等周辺関係者等のののの理解理解理解理解がががが必要必要必要必要。。。。
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ケースケースケースケース④④④④ 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋流出抑制流出抑制流出抑制流出抑制 のののの概要概要概要概要
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Ｒ
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橋

川
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橋

豊
橋

殿
原
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堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川

三林工区
Ｌ＝0.9km

横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

中下流部

上流部

Ｌ＝0.7km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

流域対応
施設全川

195億円費用

L=0.7km改修延長上流
部 51億円費用

272億円費用合計

中下
流部

改修延長 L=2.2km

費用 26億円

474千ｍ3

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区

改修不要

その他河川

河川改修河川改修河川改修河川改修とととと貯留施設貯留施設貯留施設貯留施設のののの組合組合組合組合わわわわ
せによりせによりせによりせにより治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋流出抑制流出抑制流出抑制流出抑制〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋流出抑制流出抑制流出抑制流出抑制〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策 ＋＋＋＋ 流出抑制流出抑制流出抑制流出抑制

（（（（ためためためため池池池池、、、、校庭貯留校庭貯留校庭貯留校庭貯留によりによりによりにより50(m3/S)カットカットカットカット

④④④④

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

・時間雨量65ミリを越える洪水に対し、被害軽減効果が期待できる。
・上流部の治水手法変更への地元理解を得るには時間を要する。
・コストが高い。
・貯留施設を整備する施設管理者との協議等に時間を要する。
・効果的な施設計画の検討に時間を要する。

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に伴う経費（11億円）が必要
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ケースケースケースケース④④④④ 河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋流出抑制流出抑制流出抑制流出抑制 のののの概要概要概要概要
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凡例（河道）

流域

ため池

学校施設

ダムサイト

○○○○ためためためため池池池池およびおよびおよびおよび学校施設学校施設学校施設学校施設 位置図位置図位置図位置図

１９５１９５１９５１９５億円億円億円億円４７４４７４４７４４７４千千千千㎥㎥㎥㎥合合合合 計計計計

水深水深水深水深0.150.150.150.15ｍｍｍｍのののの貯留貯留貯留貯留とととと想定想定想定想定

府府府府のののの流域貯留浸透事業流域貯留浸透事業流域貯留浸透事業流域貯留浸透事業のののの実績実績実績実績をををを参考参考参考参考（（（（43434343千円千円千円千円////㎥㎥㎥㎥））））
４４４４億円億円億円億円９９９９千千千千㎥㎥㎥㎥１０１０１０１０箇所箇所箇所箇所学校施設学校施設学校施設学校施設

管理者管理者管理者管理者がががが明明明明らかなためらかなためらかなためらかなため池池池池をををを対象対象対象対象

費用費用費用費用はははは他県他県他県他県でのでのでのでの実績実績実績実績をををを参考参考参考参考（（（（41414141千円千円千円千円////㎥㎥㎥㎥））））
１９１１９１１９１１９１億円億円億円億円４６５４６５４６５４６５千千千千㎥㎥㎥㎥５７５７５７５７箇所箇所箇所箇所ためためためため池池池池

備備備備 考考考考費用費用費用費用活用可能量活用可能量活用可能量活用可能量箇所数箇所数箇所数箇所数
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【参考】２）時間雨量65ﾐﾘ対策で地先の危険度Ⅱを解消する手法
（（（（ダムダムダムダム直下流直下流直下流直下流1.6km1.6km1.6km1.6km区間区間区間区間はははは、、、、下流集落部下流集落部下流集落部下流集落部0.9km0.9km0.9km0.9kmのみのみのみのみ浸水浸水浸水浸水をををを解消解消解消解消））））

○○○○ケースケースケースケース⑤⑤⑤⑤ 河川改修河川改修河川改修河川改修〔〔〔〔上流部上流部上流部上流部はははは集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ河川改修河川改修河川改修河川改修〕〕〕〕

※※※※農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり

○○○○ケースケースケースケース⑥⑥⑥⑥ 河川改修河川改修河川改修河川改修〔〔〔〔上流部上流部上流部上流部はははは集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ河川改修河川改修河川改修河川改修【【【【複合案複合案複合案複合案】〕】〕】〕】〕

※※※※農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり

時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策でででで危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡをををを解消解消解消解消できるできるできるできる手法手法手法手法のうちのうちのうちのうち、、、、上流部上流部上流部上流部（（（（ダムダムダムダム直下流直下流直下流直下流

1.61.61.61.6ｋｍｋｍｋｍｋｍのののの区間区間区間区間））））についてはについてはについてはについては、、、、有識者会議有識者会議有識者会議有識者会議やややや地元地元地元地元とのとのとのとの意見交換会意見交換会意見交換会意見交換会でででで提示提示提示提示したしたしたした集落部集落部集落部集落部

のみのみのみのみ浸水発生浸水発生浸水発生浸水発生をををを解消解消解消解消するするするする手法手法手法手法としてとしてとしてとして、、、、下記下記下記下記のののの２２２２案案案案をををを選定選定選定選定したしたしたした。。。。

【【【【効果効果効果効果（（（（安全度安全度安全度安全度））））によるによるによるによる選定条件選定条件選定条件選定条件】】】】

①①①① 中下流部中下流部中下流部中下流部ではではではでは、、、、時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策でででで危険度危険度危険度危険度ⅠⅠⅠⅠもももも解消解消解消解消されるされるされるされる。。。。

②②②② 上流部上流部上流部上流部(1.6km(1.6km(1.6km(1.6km区間区間区間区間))))ではではではでは、、、、農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水がががが残残残残るるるる。。。。
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ケースケースケースケース⑤⑤⑤⑤ 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（上流部上流部上流部上流部はははは集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ河川改修河川改修河川改修河川改修））））のののの概要概要概要概要
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Ｒ
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橋
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橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川

三林工区
Ｌ＝0.9km

横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝1.2km
Ｌ＝3.5km

Ｌ＝1.3km

中下流部 【危険度Ⅰ、Ⅱを解消】

上流部
【農地・道路
の浸水あり】

Ｌ＝0.9km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

50ﾐﾘ未改修

Ｌ＝0.7km

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区間

65ﾐﾘ改修区間

改修不要

その他河川

河川改修河川改修河川改修河川改修によりによりによりにより治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保

※※※※ただしただしただしただし、、、、上流部上流部上流部上流部(1.6km区間区間区間区間)でででで農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水
がががが残残残残るるるる

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ））））〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

※※※※農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削⑤⑤⑤⑤

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

L=0.7km
50ﾐﾘ

改修延長

53億円費用

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

上
流
部

65ﾐﾘ
改修延長

L=0.9km

費用 59億円

合計（費用） 112億円

・上流部の治水手法変更や浸水区域が残ることへの地
元理解を得るには時間を要する。

・浸水区域に対する対策として、土地利用規制等の法整
備や他機関との調整に時間を要する。

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に伴う経費（11億円）が必要
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【【【【65ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策】】】】根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝ ００００．．．．９０９０９０９０ｋｍｋｍｋｍｋｍ

基
幹
農
道

付替道路

基
幹
農
道

農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水がががが残残残残るるるる区間区間区間区間

凡 例

浸水が残る区間

根継による河床掘削区間

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策 Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝ 0.5ｋｍｋｍｋｍｋｍ

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策 Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝Ｌ＝ 0.1ｋｍｋｍｋｍｋｍ

道路嵩上道路嵩上道路嵩上道路嵩上（Ｌ（Ｌ（Ｌ（Ｌ型擁壁型擁壁型擁壁型擁壁））））
L=0.1km,H=1m

ケースケースケースケース⑤⑤⑤⑤ 上流部上流部上流部上流部のののの改修改修改修改修のののの概要概要概要概要およびおよびおよびおよびデメリットデメリットデメリットデメリット

流木対策
（透過型砂防えん堤

・中下流部の治水手法は、ケース②と同様

・上流部の1.6km区間の内、0.7kmは壊滅的

な被害とならない浸水にとどめる。

○○○○治水手法変更治水手法変更治水手法変更治水手法変更やややや浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域がががが残残残残ることにることにることにることに対対対対しししし地元理解地元理解地元理解地元理解をををを得得得得るにはるにはるにはるには時間時間時間時間をををを要要要要するするするする。。。。

○○○○浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域にににに対対対対するするするする対策対策対策対策としてとしてとしてとして、、、、土地利用規制等土地利用規制等土地利用規制等土地利用規制等のののの法整備法整備法整備法整備やややや他機関他機関他機関他機関とのとのとのとの調整調整調整調整にににに時間時間時間時間をををを要要要要するするするする。。。。
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ケースケースケースケース⑥⑥⑥⑥ 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（上流部上流部上流部上流部はははは集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ改修改修改修改修・・・・複合案複合案複合案複合案））））のののの概要概要概要概要
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東槇尾川

牛
滝
川

三林工区
Ｌ＝0.9km

横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝1.2km

Ｌ＝3.5km

Ｌ＝1.3km

Ｌ＝0.9km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区間

65ﾐﾘ改修区間

改修不要

その他河川

L=0.6km
50ﾐﾘ

改修延長

53億円費用

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

上
流
部

65ﾐﾘ

改修延長
L=0.9km

費用 40億円

合計（費用） 93億円

50ﾐﾘ未改修

Ｌ＝0.6km

河川改修河川改修河川改修河川改修によりによりによりにより治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保

※※※※ただしただしただしただし、、、、上流部上流部上流部上流部(1.6km区間区間区間区間)でででで農地農地農地農地・・・・
道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水がががが残残残残るるるる

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ））））複合案複合案複合案複合案〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策（（（（複合案複合案複合案複合案）＋）＋）＋）＋根継根継根継根継ぎによるぎによるぎによるぎによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

※※※※農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削⑥⑥⑥⑥

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

中下流部 【危険度Ⅰ、Ⅱを解消】

上流部
【農地・道路
の浸水あり】

・上流部の治水手法変更や浸水区域が残ることへの地
元理解を得るには時間を要する。・浸水区域に対する対
策として、土地利用規制等の法整備や他機関との調整に
時間を要する。

・護岸の不連続性により流況が不安定となり好ましくない。

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に伴う経費（11億円）が必要
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付替
道路

基
幹
農
道

基
幹
農
道

特殊堤特殊堤特殊堤特殊堤（（（（右岸右岸右岸右岸））））
H=10～～～～80cm
L=144ｍｍｍｍ

特殊堤特殊堤特殊堤特殊堤（（（（右岸右岸右岸右岸））））
H=80cm

L=49.5ｍｍｍｍ

特殊堤特殊堤特殊堤特殊堤（（（（左岸左岸左岸左岸））））
H=10 ～～～～15cm

L=86ｍｍｍｍ

河川拡幅河川拡幅河川拡幅河川拡幅
幅幅幅幅：：：：5.5m
L=136ｍｍｍｍ

河川拡幅河川拡幅河川拡幅河川拡幅
幅幅幅幅：：：：5.0m
L=93ｍｍｍｍ

流木対策
（透過型砂防えん堤）

落差工切下落差工切下落差工切下落差工切下げげげげ
H=5cm

河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削
H=60～～～～70cm
L=49.5ｍｍｍｍ

落差工改築落差工改築落差工改築落差工改築

Ａ断面 Ｂ断面

Ｃ断面

付替道路

現道擦り付

現
道

道路嵩上道路嵩上道路嵩上道路嵩上（Ｌ（Ｌ（Ｌ（Ｌ型擁壁型擁壁型擁壁型擁壁））））
L=0.1km,H=1m

D断面

ケースケースケースケース⑥⑥⑥⑥上流部上流部上流部上流部のののの改修改修改修改修のののの概要概要概要概要ととととデメリットデメリットデメリットデメリット

凡 例

浸水が残る区間

複合案による改修区間

・中下流部の治水手法は、ケース②と同様 農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水がががが残残残残るるるる区間区間区間区間

○○○○治水手法変更治水手法変更治水手法変更治水手法変更やややや浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域がががが残残残残ることにることにることにることに対対対対しししし地元理解地元理解地元理解地元理解をををを得得得得るにはるにはるにはるには時間時間時間時間をををを要要要要するするするする。。。。

○○○○浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域にににに対対対対するするするする対策対策対策対策としてとしてとしてとして、、、、土地利用規制等土地利用規制等土地利用規制等土地利用規制等のののの法整備法整備法整備法整備やややや他機関他機関他機関他機関とのとのとのとの調整調整調整調整にににに時間時間時間時間をををを要要要要するするするする。。。。

○○○○護岸護岸護岸護岸のののの不連続性不連続性不連続性不連続性によりによりによりにより流況流況流況流況がががが不安定不安定不安定不安定となりとなりとなりとなり、、、、またまたまたまた、、、、地域景観上地域景観上地域景観上地域景観上もももも好好好好ましくないましくないましくないましくない。。。。
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Ａ断面 Ｂ断面

Ｃ断面
Ｄ断面

特殊堤高

（H=80cm）

市道

ガードレール

特殊堤高

（H=80cm）

特殊堤高

（H=80cm）

市道

ガードレール

特殊堤高

（H=80cm）

掘削深

（H=69cm）

特殊堤高

（H=80cm）

掘削深

（H=69cm）

拡幅

（B=5.5m）

※用地買収が必要

拡幅

（B=5.5m）

拡幅

（B=5.5m）

※用地買収が必要

）

道路道路

道路嵩上げ
H=1ｍ

※50ﾐﾘ対策から65ﾐﾘ対策にするには、30cmの河床掘削を延長930m行う必要がある

ケースケースケースケース⑥⑥⑥⑥上流部複合案上流部複合案上流部複合案上流部複合案のののの各断面図各断面図各断面図各断面図

○○○○護岸護岸護岸護岸のののの不連続性不連続性不連続性不連続性によりによりによりにより流況流況流況流況がががが不安定不安定不安定不安定となりとなりとなりとなり、、、、またまたまたまた、、、、地域景観上地域景観上地域景観上地域景観上もももも好好好好ましくないましくないましくないましくない。。。。
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【参考】３）河川整備委員会委員の意見を参考に選定した対策案

○○○○ケースケースケースケース⑦⑦⑦⑦ 河川改修河川改修河川改修河川改修〔〔〔〔上流部上流部上流部上流部はははは集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策〕〕〕〕

※※※※農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり。。。。

中下流部中下流部中下流部中下流部はははは６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策。。。。

これまでにこれまでにこれまでにこれまでに河川整備委員会委員河川整備委員会委員河川整備委員会委員河川整備委員会委員のののの意見意見意見意見をををを参考参考参考参考にににに、、、、下記下記下記下記のののの３３３３案案案案をををを選定選定選定選定したしたしたした。。。。

○○○○ケースケースケースケース⑧⑧⑧⑧ 河川改修河川改修河川改修河川改修〔〔〔〔５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策〕〕〕〕＋＋＋＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修

（（（（上流部上流部上流部上流部ではではではでは、、、、農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり））））

※※※※このこのこのこの局所改修局所改修局所改修局所改修とはとはとはとは、、、、１１１１洪水洪水洪水洪水のののの氾濫氾濫氾濫氾濫シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションでででで破堤破堤破堤破堤するするするする箇所箇所箇所箇所のみのみのみのみ

部分的部分的部分的部分的にににに流下能力流下能力流下能力流下能力をををを上上上上げるようげるようげるようげるよう改修改修改修改修するものするものするものするもの。。。。

○○○○ケースケースケースケース⑨⑨⑨⑨ 河川改修河川改修河川改修河川改修〔〔〔〔５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策〕〕〕〕＋＋＋＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修 ＋＋＋＋ 堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強

（（（（上流部上流部上流部上流部ではではではでは、、、、農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水ありありありあり））））

※※※※このこのこのこの堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強とはとはとはとは、、、、超過洪水超過洪水超過洪水超過洪水にににに対対対対しししし堤防堤防堤防堤防がががが破堤破堤破堤破堤しずらくなるようしずらくなるようしずらくなるようしずらくなるよう

堤防全体堤防全体堤防全体堤防全体、、、、又又又又はははは余裕高余裕高余裕高余裕高のののの部分部分部分部分をををを補強補強補強補強するものするものするものするもの。。。。
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ケースケースケースケース⑦⑦⑦⑦ 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（上流部上流部上流部上流部はははは集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策））））のののの概要概要概要概要

国
道
26
号

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

桑
原
橋

泉
北
高
速
鉄
道

琴
の
坂
橋

城
前
橋

川
中
橋

豊
橋

殿
原
井
堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川 三林工区

Ｌ＝0.9km
横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修区間

改修対象区間

改修不要

その他河川

Ｌ＝1.2km

Ｌ＝3.5km

Ｌ＝1.3km

中下流部 【危険度Ⅰ・Ⅱを解消】

上流部1.6km
区間は50ﾐﾘ対策

53億円費用

中
下
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=2.2km

65ﾐﾘ

改修延長
L=6.0km

上
流
部

50ﾐﾘ

改修延長
L=0.7km

費用 51億円

合計（費用） 104億円

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

50ﾐﾘ未改修

Ｌ＝0.7km

河川改修河川改修河川改修河川改修によりによりによりにより治水安全度治水安全度治水安全度治水安全度をををを確保確保確保確保

※※※※ただしただしただしただし、、、、上流部上流部上流部上流部(1.6km区間区間区間区間)はははは50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策であであであであ
りりりり、、、、危険度危険度危険度危険度ⅡⅡⅡⅡのののの解消解消解消解消にはにはにはには別途対策別途対策別途対策別途対策がががが必要必要必要必要

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（集落部集落部集落部集落部のみのみのみのみ））））〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修〕〕〕〕

50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策＋＋＋＋根継根継根継根継によるによるによるによる河床掘削河床掘削河床掘削河床掘削

（（（（６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策））））

⑦⑦⑦⑦

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

・上流部1.6km区間は50ミリ対策であり、時間雨量６５ミリでの危険度Ⅱ
の解消には別途対策が必要。
・浸水区域に対する対応として、土地利用規制等の法整備や他機関との
調整に時間を要する。
・上流部の治水手法変更や同一市域における治水安全度の相違に対す
る地元理解を得るには時間を要する。

まとめ
※ダム案以外では、ダム事業の中止に
伴う経費（11億円）が必要
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ケースケースケースケース⑧⑧⑧⑧ 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（50ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修

国
道
26
号

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

桑
原
橋

泉
北
高
速
鉄
道

琴
の
坂
橋

城
前
橋

川
中
橋

豊
橋

殿
原
井
堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川

三林工区
Ｌ＝0.9km

横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

Ｌ＝0.2km

中下流部

上流部

Ｌ＝0.3km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区

局所改修区間

改修不要

その他河川

L=0.5km対策延長局所
改修

4億円費用

L=0.7km改修延長上流
部 51億円費用

81億円費用合計

中下
流部

改修延長 L=2.2km

費用 26億円

全区間全区間全区間全区間でででで50505050ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ対策後対策後対策後対策後、、、、65656565ﾐﾘﾐﾘﾐﾘﾐﾘ降雨降雨降雨降雨によるによるによるによる１１１１洪水洪水洪水洪水シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション
結果結果結果結果にににに基基基基づいたづいたづいたづいた破堤箇所破堤箇所破堤箇所破堤箇所のみをのみをのみをのみを個別個別個別個別にににに対策対策対策対策

※※※※ただしただしただしただし、、、、上流部上流部上流部上流部(1.6km(1.6km(1.6km(1.6km区間区間区間区間))))ではではではでは農地農地農地農地・・・・道路道路道路道路のののの浸水浸水浸水浸水がががが残残残残るるるる

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修〕〕〕〕

河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策）））） ＋＋＋＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修
⑧⑧⑧⑧

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

・コストが低く、早期に対策が可能。

・あらゆる洪水により考えられる破堤地点を対策する必要がある。

・洪水を安全に流下させるには、堤防の余裕高の確保が必要。

・上流部の治水手法変更への地元理解を得るには時間を要する。

・今回の１洪水の氾濫シミュレーションでは、時間雨量65ﾐﾘの洪水でHWLを
超えて流下する区間があり、治水上の課題が残る。

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に
伴う経費（11億円）が必要
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国
道
26
号

Ｊ
Ｒ
阪
和
線

桑
原
橋

泉
北
高
速
鉄
道

琴
の
坂
橋

城
前
橋

川
中
橋

豊
橋

殿
原
井
堰

神
田
橋

宮前橋

大川橋

父
鬼
川

国道170号

（外環）

東槇尾川

牛
滝
川

三林工区
Ｌ＝0.9km

横山工区
Ｌ＝1.3km

和泉市

泉大津市

局所改修
Ｌ＝0.2km

中下流部

上流部

局所改修
Ｌ＝0.3km

50ﾐﾘ未改修 50ﾐﾘ未改修

凡例（河道）

50ﾐﾘ改修済区

局所改修区間

改修不要

その他河川

L=0.5km対策延長局所
改修

4億円費用

L=0.7km改修延長上流
部 51億円費用

81+@億円費用合計

中下
流部

改修延長 L=2.2km

費用 26億円

ケース⑧対策後、下流区間でＨＷＬから天端までの
堤防補強を実施

※ただし、上流部(1.6km区間)で農地・道路の浸水が
残る

〔〔〔〔河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋局所改修局所改修局所改修局所改修＋＋＋＋堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強〕〕〕〕

河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（５０５０５０５０ミリミリミリミリ対策対策対策対策）））） ＋＋＋＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修 ＋＋＋＋ 下流堤防補強下流堤防補強下流堤防補強下流堤防補強
⑨⑨⑨⑨

上流部中下流部
選定の考え方

治水手法
ケース

ケースケースケースケース⑨⑨⑨⑨ 河川改修河川改修河川改修河川改修（（（（50ミリミリミリミリ対策対策対策対策）＋）＋）＋）＋ 局所改修局所改修局所改修局所改修 ＋＋＋＋ 堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強

堤防補強
Ｌ＝4.0km

・（ケース⑧に同じ）

・・・・堤防補強堤防補強堤防補強堤防補強はははは減災対策減災対策減災対策減災対策としてはとしてはとしてはとしては有効有効有効有効

（（（（ただしただしただしただし、、、、技術的手法技術的手法技術的手法技術的手法のののの検討検討検討検討がががが必要必要必要必要））））

まとめ

※ダム案以外では、ダム事業の中止に伴う経費（11億円）が必要
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■■■■ 当面当面当面当面のののの治水目標治水目標治水目標治水目標のののの設定設定設定設定のののの考考考考ええええ方方方方についてについてについてについて

①①①① 簡便簡便簡便簡便なななな方法方法方法方法としてとしてとしてとして１１１１洪水洪水洪水洪水によるによるによるによる氾濫氾濫氾濫氾濫シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションをををを実施実施実施実施しししし、、、、事業効率等事業効率等事業効率等事業効率等をををを考慮考慮考慮考慮しししし

治水目標治水目標治水目標治水目標をををを選択選択選択選択するするするする。。。。

②②②② 事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標はははは、、、、相対化指標相対化指標相対化指標相対化指標としてとしてとしてとして「「「「経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率」「」「」「」「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（単純単純単純単純）」）」）」）」

のいずれかをのいずれかをのいずれかをのいずれかを使用使用使用使用するするするする。。。。

⇒⇒⇒⇒（（（（河川整備委員会河川整備委員会河川整備委員会河川整備委員会のののの意見意見意見意見））））

「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」についてはについてはについてはについては、、、、現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化するするするする必要必要必要必要。。。。

現時点現時点現時点現時点でででで確立確立確立確立されているされているされているされている手法手法手法手法としてとしてとしてとして、、、、治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））をををを

参考参考参考参考にににに、、、、現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化したしたしたした効果効果効果効果（（（（B）－）－）－）－費用費用費用費用（（（（C））））等等等等をををを計算計算計算計算しししし比較比較比較比較するするするする。。。。

③③③③ 現時点現時点現時点現時点からのからのからのからの評価評価評価評価のののの相対化指標相対化指標相対化指標相対化指標でありでありでありであり、、、、事業事業事業事業のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況によればによればによればによればマイナスマイナスマイナスマイナスもありうるもありうるもありうるもありうる。。。。

⇒⇒⇒⇒ 相対化指標相対化指標相対化指標相対化指標ががががマイナスマイナスマイナスマイナスとなることについてとなることについてとなることについてとなることについて、、、、他他他他のののの手法手法手法手法によりによりによりにより「「「「効果効果効果効果」」」」がががが「「「「費用費用費用費用」」」」よりよりよりより

大大大大きいことのきいことのきいことのきいことの確認確認確認確認がががが必要必要必要必要。。。。

【【【【参考参考参考参考】】】】４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較
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【【【【手手手手 法法法法】】】】

○○○○治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））〔〔〔〔平成平成平成平成17171717年年年年4444月月月月 国土交通省河川局国土交通省河川局国土交通省河川局国土交通省河川局〕〕〕〕によるによるによるによる。。。。

○○○○効果効果効果効果はははは、、、、現時点現時点現時点現時点からからからから時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策完成後対策完成後対策完成後対策完成後におけるにおけるにおけるにおける被害軽減期待額被害軽減期待額被害軽減期待額被害軽減期待額よりよりよりより算出算出算出算出。。。。

○○○○対象対象対象対象とするとするとするとする洪水規模洪水規模洪水規模洪水規模はははは、、、、時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量９０９０９０９０ミリミリミリミリ程度程度程度程度（（（（1/2001/2001/2001/200））））までまでまでまで。。。。

６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策のののの「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム」」」」のののの １１１１洪水洪水洪水洪水（（（（ワンフローワンフローワンフローワンフロー））））のののの氾濫解析結果氾濫解析結果氾濫解析結果氾濫解析結果とととと治水経済治水経済治水経済治水経済

調査調査調査調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によりによりによりにより現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化したしたしたした「「「「効果効果効果効果」－「」－「」－「」－「費用費用費用費用」」」」等等等等をををを比較比較比較比較したしたしたした。。。。

６６６６．．．．２２２２％％％％

５１５１５１５１億円億円億円億円

108億円

６８ケース

（ブロック数１７ × 流量規模４）

各ブロック毎に被害が最大となる地点を
１ヶ所選定

１７ブロックに分割

被害軽減効果と投資額により事業の妥
当性を評価

治水経済治水経済治水経済治水経済マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））

△△△△２７２７２７２７億円億円億円億円 （△４３億円 ※）効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用（（（（現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化））））

２２２２．．．．７７７７％％％％ （１．８％ ※）経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率

氾濫計算氾濫計算氾濫計算氾濫計算ケースケースケースケース

破堤地点破堤地点破堤地点破堤地点

氾濫氾濫氾濫氾濫ブロックブロックブロックブロック ブロックの設定なし
解解解解
析析析析
手手手手
法法法法

全ての築堤区間で計算水位がＨ.W.L

に達する地点（複数ヶ所）

４ケース

（流量規模４）

当面の目標（65ミリ、80ミリ）を選択す

るための相対化指標
目目目目 的的的的

108億円事事事事 業業業業 費費費費

１１１１洪水洪水洪水洪水のののの氾濫解析氾濫解析氾濫解析氾濫解析によるによるによるによる算出算出算出算出

■維持管理費は、他の補助ダムにおける実績等を踏まえ6000万円／年とした。

（H21.12月の第1回有識者会議資料より）

※印は、維持管理費を1.5億円／年とした場合（7月10日の委員会で提示）

【【【【比較表比較表比較表比較表】】】】

【【【【参考参考参考参考】】】】４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較
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■■■■事業期間事業期間事業期間事業期間 平成平成平成平成28282828年度末年度末年度末年度末とととと仮定仮定仮定仮定

■■■■効効効効 果果果果 各氾濫解析手法各氾濫解析手法各氾濫解析手法各氾濫解析手法にににに基基基基づくづくづくづく年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額によりによりによりにより算出算出算出算出されたされたされたされた便益便益便益便益からからからから算出算出算出算出

■■■■費費費費 用用用用 建設費建設費建設費建設費（（（（残事業費残事業費残事業費残事業費））））およびおよびおよびおよび維持管理費維持管理費維持管理費維持管理費（（（（完成後完成後完成後完成後50505050年間年間年間年間））））によりによりによりにより算出算出算出算出

■■■■現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化したしたしたした””””効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用””””のののの算出算出算出算出

○○○○ 各年各年各年各年のののの便益便益便益便益（（（（効果額効果額効果額効果額））））およびおよびおよびおよび費用費用費用費用についてについてについてについて、、、、基準年基準年基準年基準年にににに対対対対しししし現在価値化現在価値化現在価値化現在価値化をををを行行行行いいいい、、、、

完成後完成後完成後完成後50505050年間年間年間年間のののの総和総和総和総和によりによりによりにより算出算出算出算出。。。。

○○○○ 社会的割引率社会的割引率社会的割引率社会的割引率はははは年年年年４４４４％。（％。（％。（％。（治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルにににに基基基基づくづくづくづく））））

○○○○ 便益算出便益算出便益算出便益算出にあたりにあたりにあたりにあたり、、、、施設施設施設施設のののの残存価値残存価値残存価値残存価値をををを加算加算加算加算。。。。

■■■■経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率経済的内部収益率のののの算出算出算出算出

○○○○ 便益算出便益算出便益算出便益算出にあたりにあたりにあたりにあたり、、、、施設施設施設施設のののの残存価値残存価値残存価値残存価値をををを加算加算加算加算。。。。

■■■■「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの算出算出算出算出のののの前提条件前提条件前提条件前提条件

（（（（治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル、、、、ワンフローワンフローワンフローワンフロー 共通共通共通共通））））

【【【【参考参考参考参考】】】】４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較
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■■■■対象氾濫原対象氾濫原対象氾濫原対象氾濫原のののの分割分割分割分割についてについてについてについて

流域規模流域規模流域規模流域規模のののの違違違違いによるいによるいによるいによる氾濫区域氾濫区域氾濫区域氾濫区域のののの差異等差異等差異等差異等
をををを考慮考慮考慮考慮しししし、、、、対象氾濫原対象氾濫原対象氾濫原対象氾濫原をををを一連一連一連一連のののの氾濫区域氾濫区域氾濫区域氾濫区域とととと
みなせるみなせるみなせるみなせる区域区域区域区域（（（（氾濫氾濫氾濫氾濫ブロックブロックブロックブロック））））にににに分割分割分割分割するするするする
ことことことこと。。。。

（（（（治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルｐｐｐｐ17171717よりよりよりより））））

【【【【氾濫氾濫氾濫氾濫ブロックブロックブロックブロックのののの設定設定設定設定（（（（治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））））））】】】】

ブロック図を添付

１７１７１７１７ブロックブロックブロックブロックにににに分割分割分割分割

（（（（以下以下以下以下のののの点点点点をををを考慮考慮考慮考慮しししし分割分割分割分割をををを行行行行うううう））））

１１１１））））氾濫形態氾濫形態氾濫形態氾濫形態

（（（（流下型流下型流下型流下型、、、、貯留型貯留型貯留型貯留型、、、、拡散型拡散型拡散型拡散型にににに大別大別大別大別））））

２２２２））））左右岸左右岸左右岸左右岸

３３３３））））合流合流合流合流するするするする支川支川支川支川

４４４４））））山付山付山付山付きききき

５５５５））））洪水規模洪水規模洪水規模洪水規模とととと破堤地点破堤地点破堤地点破堤地点ごとのごとのごとのごとの浸水区域浸水区域浸水区域浸水区域

（（（（洪水規模洪水規模洪水規模洪水規模によりによりによりにより氾濫区域氾濫区域氾濫区域氾濫区域がががが複数複数複数複数になるになるになるになる場合場合場合場合

はそれぞれにはそれぞれにはそれぞれにはそれぞれに分割分割分割分割））））

６６６６））））連続盛土等連続盛土等連続盛土等連続盛土等のののの構造物構造物構造物構造物

７７７７））））浸水実績浸水実績浸水実績浸水実績

【【【【参考参考参考参考】】】】４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較
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＜＜＜＜治水経済治水経済治水経済治水経済マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案）＞）＞）＞）＞

６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策のののの「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム」」」」についてについてについてについて、、、、治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる場合場合場合場合とととと

ワンフローワンフローワンフローワンフロー（（（（１１１１洪水洪水洪水洪水））））のののの氾濫解析氾濫解析氾濫解析氾濫解析によるによるによるによる場合場合場合場合のののの被害規模被害規模被害規模被害規模をををを比較比較比較比較するするするする。。。。

＜＜＜＜ワンフローワンフローワンフローワンフロー（（（（１１１１洪水洪水洪水洪水）＞）＞）＞）＞

■■■■６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策（（（（河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム））））後後後後のののの時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量８０８０８０８０ミリミリミリミリ降雨降雨降雨降雨でのでのでのでの浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積

浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積 208.2208.2208.2208.2 hahahaha浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積 25.725.725.725.7 hahahaha

【【【【参考参考参考参考】】】】４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較
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■■■■６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策（（（（河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム））））後後後後のののの時間雨量時間雨量時間雨量時間雨量９０９０９０９０ミリミリミリミリ降雨降雨降雨降雨でのでのでのでの浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積

浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積 370.6370.6370.6370.6 hahahaha浸水面積浸水面積浸水面積浸水面積 324.9324.9324.9324.9 hahahaha

＜＜＜＜治水経済治水経済治水経済治水経済マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案）＞）＞）＞）＞＜＜＜＜ワンフローワンフローワンフローワンフロー（（（（１１１１洪水洪水洪水洪水）＞）＞）＞）＞

【【【【参考参考参考参考】】】】４４４４））））治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる「「「「効果効果効果効果－－－－費用費用費用費用」」」」等等等等のののの比較比較比較比較

６５６５６５６５ミリミリミリミリ対策対策対策対策のののの「「「「河川改修河川改修河川改修河川改修＋＋＋＋ダムダムダムダム」」」」についてについてについてについて、、、、治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる場合場合場合場合とととと

ワンフローワンフローワンフローワンフロー（（（（１１１１洪水洪水洪水洪水））））のののの氾濫解析氾濫解析氾濫解析氾濫解析によるによるによるによる場合場合場合場合のののの被害規模被害規模被害規模被害規模をををを比較比較比較比較するするするする。。。。
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【【【【参考参考参考参考】】】】治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標のののの検証検証検証検証

■■■■マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルにおけるにおけるにおけるにおける便益便益便益便益（（（（効果効果効果効果））））算定算定算定算定のののの課題課題課題課題

【【【【マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルにおけるにおけるにおけるにおける便益評価便益評価便益評価便益評価】】】】洪水氾濫洪水氾濫洪水氾濫洪水氾濫によるによるによるによる直接的直接的直接的直接的、、、、間接的間接的間接的間接的なななな被害被害被害被害のうちのうちのうちのうち、、、、経済的経済的経済的経済的にににに評価可能評価可能評価可能評価可能
なななな被害被害被害被害のののの防止効果防止効果防止効果防止効果をををを便益便益便益便益としてとしてとしてとして評価評価評価評価するするするする。（。（。（。（被害額被害額被害額被害額としてとしてとしてとして最低限最低限最低限最低限のののの額額額額をををを算出算出算出算出とのとのとのとの考考考考ええええ方方方方））））
○○○○直接被害直接被害直接被害直接被害のののの対象資産対象資産対象資産対象資産（（（（家屋家屋家屋家屋、、、、家庭用品家庭用品家庭用品家庭用品、、、、事業所資産事業所資産事業所資産事業所資産、、、、農漁家資産農漁家資産農漁家資産農漁家資産、、、、農作物農作物農作物農作物、、、、公共土木施設公共土木施設公共土木施設公共土木施設））））
○○○○間接被害間接被害間接被害間接被害（（（（事業所事業所事業所事業所のののの営業停止損失営業停止損失営業停止損失営業停止損失、、、、事業所事業所事業所事業所やややや家庭家庭家庭家庭のののの応急対策費用応急対策費用応急対策費用応急対策費用））））

【【【【今後検討今後検討今後検討今後検討すべきすべきすべきすべき課題課題課題課題】】】】＜＜＜＜平成平成平成平成21年年年年5月月月月14日第日第日第日第2回河川事業回河川事業回河川事業回河川事業のののの評価手法評価手法評価手法評価手法にににに関関関関するするするする検討会検討会検討会検討会＞＞＞＞

以下以下以下以下のののの項目項目項目項目はははは便益便益便益便益としてとしてとしてとして算定方法算定方法算定方法算定方法がががが示示示示されていないされていないされていないされていない
○○○○直接被害直接被害直接被害直接被害
・・・・人命被害人命被害人命被害人命被害抑止効果抑止効果抑止効果抑止効果、、、、流木流木流木流木によるによるによるによる被害被害被害被害、、、、地下空間地下空間地下空間地下空間のののの被害被害被害被害
○○○○間接被害間接被害間接被害間接被害
・・・・地方公共団体等地方公共団体等地方公共団体等地方公共団体等におけるにおけるにおけるにおける応急対策費用応急対策費用応急対策費用応急対策費用（（（（廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの処理費処理費処理費処理費などなどなどなど））））
・・・・交通途絶交通途絶交通途絶交通途絶、、、、ライフラインライフラインライフラインライフライン（（（（電力電力電力電力やややや水道水道水道水道などなどなどなど））））途絶途絶途絶途絶によるによるによるによる波及被害波及被害波及被害波及被害
・・・・地域地域地域地域へのへのへのへの影響影響影響影響がががが大大大大きいきいきいきい重要施設重要施設重要施設重要施設（（（（役所役所役所役所やややや病院病院病院病院などなどなどなど））））のののの被害被害被害被害
・・・・伝染病等伝染病等伝染病等伝染病等によるによるによるによる（（（（死亡死亡死亡死亡））））被害被害被害被害、、、、精神的被害精神的被害精神的被害精神的被害
・・・・復旧復旧復旧復旧・・・・復興遅延復興遅延復興遅延復興遅延やややや再生不能再生不能再生不能再生不能なななな被害被害被害被害 などなどなどなど

【【【【マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルによりによりによりにより便益評価便益評価便益評価便益評価についてについてについてについて】】】】＜＜＜＜治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））前文前文前文前文からからからから＞＞＞＞

◎◎◎◎マニュアルマニュアルマニュアルマニュアルによるによるによるによる経済的経済的経済的経済的なななな評価評価評価評価はははは、、、、治水事業全体治水事業全体治水事業全体治水事業全体をををを評価評価評価評価しているものではないしているものではないしているものではないしているものではない。。。。

◎◎◎◎今後今後今後今後もももも随時改善整備随時改善整備随時改善整備随時改善整備していくものとするしていくものとするしていくものとするしていくものとする。。。。
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【【【【参考参考参考参考】】】】治水経済調査治水経済調査治水経済調査治水経済調査マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル（（（（案案案案））））によるによるによるによる事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標事業効率評価指標のののの検証検証検証検証

「「「「平成平成平成平成21年年年年1月月月月8日第日第日第日第1回河川事業回河川事業回河川事業回河川事業のののの評価手法評価手法評価手法評価手法にににに関関関関するするするする検討会検討会検討会検討会」」」」からからからから抜粋抜粋抜粋抜粋

治水事業

フロー効果 ストック効果

高度化効果

直接被害 間接被害

高度化効果 被害防止効果（便益）
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治水経済調査マニュアル（案）
では洪水氾濫による直接的・間
接的な被害のうち現段階で経済
的に評価可能な被害の防止効果
を便益として評価している。

※ は、治水経済調査
マニュアル（案）で被害率
や被害単価を明示した項目


